
 

 

 

 

【学習に関するオリエンテーションを行いました】 
 前号でも触れましたが、令和７年度の中学校生活も本格的に始まり、学習オリエンテーションが開か

れました。まずは、今年度より生徒の主体性を伸ばしていくために導入したフォーサイト手帳のオリエ

ンテーションについて報告します。 

＜フォーサイト手帳オリエンテーション＞ 

 本校の学校教育目標である「確かな学力や生きる力を育

み、ふるさとに誇りをもつ生徒」を実現する上で、「主体

性」を伸ばしていくことはとても重要です。フォーサイト

手帳は、従来の生活ノートではあまりなかった「目標を定

め」「目標に向けてやることを整理して計画をし」「その

実行をする中で改善点を見出し」「再度目標を定めて計画・

実行をする」という要素が充実しており、生徒が主体的に

ＰＤＣＡサイクルを作っていくことをサポートするツー

ルです。 

 全校導入するにあたり、昨年度２学年で先行導入した結

果「時間を意識するようになった」「忘れ物が減った」「や

るべきことができるようになった」等の項目で６～７割の

生徒に良い変化が見られ、生活ノートよりも生徒の成長に

効果的と判断し、今年度の全校導入(公費)に至りました。 

 日課の中にも「プライニングタイム」と題した活用の時

間(朝学活・帰学活の前)を位置づけ、まずは学校生活で手

帳の存在を当たり前のものにすることを目指しています。

そのため、現在は教員による回収や声掛けを積極的に行っ

ている段階ですが、各自で異なる進路の目標をもつ３年次

には、教員のチェックが無い中でも自分の目標に応じた活

用ができるように育てていければと考えています。 

 また、定期テストの学習計画もフォーサイ

ト手帳を通して行っています。テスト範囲表

を全校統一の様式に変え、範囲に合わせた

「やること」「優先順位」「期限」を範囲表

に記入した上で、手帳に書き込んでいくとい

う方式です。授業では学習内容の理解に重き

を置いているため、知識等の「定着」まで見

届けることは難しいのが現状です。そのた

め、手帳を活用して計画的にテスト勉強（家

庭学習）を行うことで、テストでも目標が達

成できる自分に近づけてほしいと思います。

中間テストまで約３週間です。 

 既に全校で活用を始めていますので、是非ご家

庭でもお子様の手帳の活用の様子をご覧いただ

ければと思います。 

令和７年５月１日 

   

昨年の２年生の様子です 

できる子は４月にここまで使いこなしていました 



 続いて、日々の家庭学習の大切さを伝えるために行った「学習オリエンテーション」について報告し

ます。 

＜学習オリエンテーション＞ 

 学習オリエンテーションでは、「自律した学び手への一歩」

と題して行いました。昨今、ＡＩが急速に発達し、ＡＩを活用

することで様々な面で効率化が図られるようになりました。

しかし、そうした中でも最終的な人間の手による調整が発生

することはもちろん、「ＡＩにどのように命令する（プロンプ

トを与える）か」という部分で、「自分の頭の中で考える」作

業は必ず発生します。そのため、多くの部分でＡＩを含むテク

ノロジーの手を「借りる」ことはあっても、「全てを委ねる」

ことはできないと思うのです。 

 そこで大切になる「自分の頭の中で考える」という部分でベ

ースになるのが「知識（経験）」になります。考えは何もない

ゼロから突然生まれるわけではなく、自分の頭の中にある無

数の知識が無意識下で結びついた結果生まれます。つまり、考

える上で知識の存在は不可欠なのです。知識が頭の中に多く

あるほど、結びつくものも増え、より豊かなアイデアが生まれ

る可能性が高まります。だからこそ、その知識を定着させる

「家庭学習」はとても大切になるのです。 

 もしかすると「今は何でも検索して情報が得られるから知

識を自分で覚える価値はそんなにないんじゃないか」と思う

人もいるかもしれません。しかし、それは違うと考えます。例

えば「乍ら」という漢字の読み方を調べたいと思った時に「作

の部首 読み方」というように、「乍」が「作」という漢字の

一部であることを知らなければ、うまく「乍」の読み方を検索

することは難しいでしょう。先ほどの「どのようにＡＩに命令

するか」という部分と同じように、検索や命令をする上で基本

的な知識は必要だということが分かるでしょう。そもそも災

害等で十分に検索が使えない場合は困ってしまいますしね。 

 さて、家庭学習を効果的に進める上で重要になるのは、「で

きないことをできるようにする」という思考です。授業では

身に付けきれなかったことを補完するのが家庭学習なわけで

すから、既にできることを行ってもあまり効果はありません。

授業で課された課題（＝宿題）についても同じような思考で

臨んでもらいたいと思います。つまり、「身に付ける（理解す

る）」ことが重要であり、「提出する（やる）こと自体が目的

ではない」ということです。そして、自分にとって家庭学習として何が必要になるかということは人に

よって異なるため、家庭学習の方法もまた人によって異なるのです。オリエンテーションで示した各教

科の例を参考にしながら、「自分にとって必要だから行う・自分に合う形で行う」家庭学習を目指して

ほしいと思います。 

 

各教科の学習方法に関する資料(抜粋) 
日々の学習のヒントになればと思います 


